
2020年 １１月15日（日）13:30～16:30 
  

一般社団法人 仕事と治療の両立支援ネット-ブリッジでは、医療従事者と企業関係者が垣根を越え 
情報や問題を共有し、多様性に富む労働環境を構築することを目的に、毎回異なるテーマで専門の 
立場からのレクチャーと会場のディスカッションで構成する研究会を開催しています。 

1３回目は「産業保健」にフォーカスします。患者である労働者は医療機関で治療をし、復職する際に
体調に応じた働き方への配慮を勤務先企業から得ることが必要です。医療機関が持つ情報と企業に
おける適切な働き方の調整には、日頃から労働者の健康と安全を守る役割の産業保健スタッフの関
与が期待される場面です。しかし、みなさんは産業保健がどんな役割を果たしているか、本当のところ
を知っていますか？ 知っているようで知らない産業保健の世界、ぜひ一緒に深めていきましょう ！ 

さまざまな立場からの発信で場が活性化し、議論が深まり、具体性のある方策を共に見出していく 
コミュニティとして発展することを願っています。 

医療従事者、企業関係者、キャリアコンサルタント・社労士 など 
仕事と治療の両立支援に携わっている方・これから携わろうとする方  

ブリッジ会員：無料  非会員：2,000円 
  ※ 申し込みと同時の入会（5,000円/年会費）も可能です 
２４名 
https://passmarket.yahoo.co.jp/event/show/

detail/014hrq8ay4611.html 

  ※ 申込専用サイト「パスマーケット」からお申込みください（クレジットカード決済） 
  ※ ブリッジHP（裏面参照）からもリンクします 

一般社団法人 仕事と治療の両立支援ネット－ブリッジ 

愛知県、名古屋市、名古屋市医師会 
ブリッジ研究会は、日本対がん協会の協力により 休眠預金活用事業の一環として運営しており、 

公益財団法人正力厚生会 がん患者団体2020年度助成金を財源として実施します 

● 医療者の方も安心して参加できるオンライン開催 
● 通信環境の安定した会場から臨場感のある生配信 
● 参加者を少人数に限定し、学びを深める質疑応答・グループディスカッ

ションなど、双方向参加型のプログラムをお届けします（パソコンのご使用

をお勧めします） ！ 

■ 対象  

■ 後援  

■ 主催 

■ 申込  

■ 料金  

■ 定員  



団体紹介 
一般社団法人 仕事と治療の両立支援ネット-ブリッジは、がんをはじめとする有病者の就労支援を実施する

団体です。国家資格キャリアコンサルタントを中心として、病気を経験した人がどのように職場との協調関係

を築きながら働くかという、個人と組織のダイナミズムに着目した支援を実施します。患者向けの個人面談、

ワークショップ、就活セミナー、また企業向けの労働衛生管理者セミナー、企業内がん教育、復職時の個別調

整支援などを行っています。 

URL https://bridge-nagoya.jp/ 

 

ブリッジ研究会について 
この研究会は、医療と労働の垣根を越えて、互いに知っているようで知らない現場での不安や困りごとを共

有し、現実に即した方策を見出す目的で、３ヶ月に１回程度の開催を予定しています。がんやそれ以外の病気、

社会的な制度や精神的なケアなど、各回１つのテーマについて深めていきます。 

 

入会のご案内 
ブリッジは、社会の中で医療や労働の現実を踏まえた新しい価値や仕組みを創造することを目指していま

す。治療のその先に希望を持てる人生を具現化するために、みなさまの力を貸していただきたいと願ってい

ます。会員となって活動を支えるとともに、研究会活動を通じて病気になっても安心して暮らせる社会をとも

につくっていきませんか？（研究会当日の入会も可能です） 

● 一般会員：仕事と治療の両立支援に取り組む個人（研究会に参加できます）【年会費5,000円】 

● 賛助会員：当団体の活動を応援していただける個人・法人【年会費１口3,000円×口数】 

① 産業保健について  

③ グループディスカッション＆全体共有 

 第13回テーマ「私たちの知らない産業保健の世界」 

  
仕事 治療 ブリッジ 

水口 要平 みずぐち ようへい  
株式会社とうかい産業医オフィス代表取締役  
日本産業衛生学会専門医、社会医学系専門医・指導医、労働衛生コンサルタント 

【略歴】 
2006年産業医科大学医学部卒業、2年間の臨床研修後、三菱重工業株式会社横
浜製造所にて専属産業医研修を終え、2009年から2年間産業医科大学産業生態
科学研究所労働衛生工学研究室専門修練医として複数の嘱託産業医を担当。 
2011年より2016年3月まで三菱電機株式会社名古屋製作所専属産業医。約4000
人の従業員の健康管理業務全般を担当。 

2016年4月に株式会社とうかい産業医オフィスを立ち上げ、現在は東海３県を中心に10数社の嘱託
産業医として産業保健活動全般を支援。        

【メッセージ】がんをはじめとして、従業員の皆さんが病気と付き合いながらも、安心して仕事を
続けるためには、上司や人事担当の方、主治医の先生、そしてご家族に至るまで幅広い方々からの
支援が必要です。産業保健スタッフ（産業医や保健師等）はこれらの関係者の一員として、医療と
企業、仕事と病気をつなぐコーディネーター的立場です。産業医の役割や活動現場の実情をお伝え
し、両立支援を取り巻く環境や課題、解決に向けた方向性について皆さんと議論できることを楽し
みにしています。 

② 保健師による 従業員への両立支援のかかわり  

美濃島 ひろみ みのしま ひろみ  保健師  

【略歴】1983年より行政の保健師を務め、年齢も分野も幅広い対象に向けた保健活動に従事。 
2013年、産業保健に転身。製造業の事業場にて、約200名の従業員と互いの顔の見える関係を大 
切にした保健活動を心がけている。  


